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1. 割引における

ポイント・貨幣の

主観的価値 

 

単著 

 

2011年2月 

 

人間文化(神戸学院大

学人文学会) 第28号 

41-47. 

 

割引におけるポイント・貨幣の主観

的価値を検討し，支払いにおける

transparency によりこうした主観

的価値の差異を説明できることを

示唆した。 

 

2. Iowa 

Gambling Task

遂行過程と報酬

形態との関連 

 

共著 2011年8月 生理心理学と精神生理

学 29巻2号 171. 

（全体概要） 

Iowa Gambling Taskの遂行過程お

よび皮膚コンダクタンス反応にお

ける貨幣と擬似貨幣との差異を検

討した。 

（共同執筆者） 

秋山学･長谷川千洋 

（秋山担当分） 

共同研究により担当部分の抽出不

能 

 

3. 購買に関する

自伝的記憶：若齢

者と高齢者にお

ける時間的分布

とポジティブ優

位性効果に関連

して 

 

 

共著 2012年8月 認知心理学研究 10巻1

号 67-79. 

（全体概要） 

若齢者および高齢者における購買

に関する自伝的記憶の特性を，記憶

特性質問紙（ MCQ ）を用いて検討

した。レミニセンス･バンプが消失

することを示唆したと共に，若齢者

においても想起にポジティブなバ

イアスが掛かることが示唆された。 

（共同執筆者） 

秋山学･清水寛之 

（秋山担当分） 

共同研究により担当部分の抽出不

能 

4. Iowa 

Gambling Task

における大負け

と報酬形態との

関連 

 

共著 

 

2012年8月 生理心理学と精神生理

学 30巻2号 198. 

（全体概要） 

Iowa Gambling Taskにおける大負

け(Big Loss)に着目し，大負けの経

験がIGT遂行過程および皮膚コンダ

クタンス反応における貨幣と擬似

貨幣との差異に影響するかを検討

した。 

（共同執筆者） 

秋山学･長谷川千洋 



（秋山担当分） 

共同研究により担当部分の抽出不

能 

 

5. Anticipatory 

SCRs associated 

with decision 

making under 

ambiguity and 

risk in Iowa 

Gambling Task. 

共著 2014年11月 International Journal 

of Psychophysiology, 

94(2), 254. 

（全体概要） 

高次脳機能の検査としても使用さ

れるIowa Gambling Taskは，課題

の利得構造（各選択肢の期待値や，

損失発生頻度など）は明かさずに課

題遂行を行うのが通例であるが，こ

の利得構造を明示した場合の皮膚

コンダクタンス反応といった自律

神経系を検討し，課題遂行中のフィ

ードバック情報の影響が重要であ

ることを示唆した。 

（共同執筆者） 

Akiyama,M., Hasegawa, C. 

（秋山担当分） 

共同研究により担当部分の抽出不

能 

 

6. 購買満足と自

伝的記憶との関

連：若齢者と高齢

者への質問紙調

査による検討 

 

共著 2014年12月 人間文化(神戸学院大

学人文学会) 第36号 

37-46. 

（全体概要） 

若齢者と高齢者を対象に記憶特性

質問紙（MCQ）の質問項目を含む質

問紙を用いて，購買満足と自伝的記

憶の関連を検討した。高齢者の自伝

的記憶におけるポジティブ優位性

効果に対して再考を求めるもので

あり，自伝的記憶における購買行動

に関する更なる研究の必要性を示

唆した。 

（共同執筆者） 

秋山学･清水寛之 

（秋山担当分） 

共同研究により担当部分の抽出不

能 

 

（その他：学会発

表） 

    

1. Iowa Gambling 

Task遂行過程と報

酬形態との関連 

 

共著 2010年11月 日本基礎心理学会第29

回大会，関西学院大学，

西宮 

（共同発表者） 

長谷川千洋･秋山学 

2. ポイント表示

における非対称

単著 2011年9月 日本心理学会第75回大

会, 日本大学, 東京 

 



な価値割引 

 

 

3. Iowa Gambling 

Taskにおける大負

けと報酬形態との

関連 

共著 2012年5月 日本生理心理学会第30

回大会，北海道大学，札

幌 

（共同発表者） 

秋山学･長谷川千洋 

4. 心理学から見

た消費者行動 

 

単著 2012年6月 第44回消費者行動研究

コンファレンス，関西

学院大学，西宮 

 

 

5. Asymmetric 

discounting in 

valuation of reward 

points 

単著 2012年9月 IAREP Conference, 

Wroclaw, Poland 

 

6. IGT課題にお

ける金銭授受概

念の活性化に関

する検討 

共著 2012年11月 日本基礎心理学会第31

回大会，九州大学，博

多 

（共同発表者） 

長谷川千洋･秋山学 

7. ポイント価値

推定における非対

称性への双曲割引

の影響 

単著 2012年11月 日本社会心理学会第53

回大会，筑波大学，つ

くば 

 

8. Hyperbolic 

discounting as a 

variant of 

asymmetric 

discounting in 

valuation of reward 

points 

単著 2013年8月 SPUDM 24
th 

Conference, 

Barcelona, Spain 

 

9. 金銭授受状況

における皮膚コン

ダクタンス反応- 

IGT課題における

大負けとの関連 

共著 2013年9月 日本心理学会第77回大

会，札幌コンベンション

センター，札幌 

（共同発表者） 

秋山学･長谷川千洋 

10.ポイント価値

推定における非対

称性への双曲割引

の影響 

単著 2013年11月 日本社会心理学会第54

回大会，沖縄国際大学，

宜野湾 

 

11. Iowa Gambling 

Task遂行の指標と

しての大負け—生

理指標･制御幻想･

強迫傾向などとの

関連から— 

共著 2013年12月 日本基礎心理学会第32

回大会，金沢市文化ホ

ール，金沢 

（共同発表者） 

長谷川千洋･秋山学 



12. 購買に関する

自伝的記憶の特

性 

共著 2014年6月 第48回消費者行動研究

コンファレンス（日本

消費者行動研究学会），

和歌山大学，和歌山 

（共同発表者） 

秋山学・清水寛之 

 

 

13. 購買満足と自

伝的記憶との関

連—若齢者と高齢

者への質問紙調

査による検討— 

共著 2014年6月 日本認知心理学会第12

回大会，東北大学，仙

台 

（共同発表者） 

秋山学・清水寛之 

14. Iowa Gambling 

Taskにおける曖

昧性とリスクと

の関連—後悔傾

向，numeracy, 

及び価値割引に

よる検討- 

共著 2014年12月 日本基礎心理学会第33

回大会，首都大学東京，

東京 

（共同発表者） 

長谷川千洋･秋山学 

15. Iowa Gambling 

Taskにおける曖

昧性 -デッキご

との遂行成績に

おける利得情報

の事前開示の影

響 

共著 2015年9月 日本心理学会第78回大

会，名古屋国際会議場，

名古屋 

（共同発表者） 

長谷川千洋･秋山学 

 


